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【要旨】 

近年、未曾有の豪雨・地震により、道路盛土等の崩壊が発生している。盛土における被災調査結果や模型実験

によれば、盛土内の排水不良とともに締固め不足が被災の要因となることがわかってきた 1）。従来、道路盛土の

締固めにおいて最も広く用いられている品質管理方法は、施工方法を想定し、設計上要求すべき強度、変形抵抗

を満足するような締固め度を規定することにより、締固めた土の性質の恒久性と設計から要求される力学特性の

両者を確保しているとみなすものである 2）。しかし、盛土に求められる品質の要求（豪雨・地震に対する安全性）

を達成するためには、締固め度の設定だけでなく、それを確実に達成するための適切な締固め機械の選定法、施

工手法および品質管理手法を確立していく必要がある。 

本研究では、盛土施工において、盛土に求められる品質を確保するための施工手法、品質管理手法を提案する

ことを目的として、盛土工事現場を模擬した実験フィールドにおいて、各種盛土材料に対して、一般的に使用さ

れる大型締固め機械を用いて転圧実験を実施した。その結果、各種締固め機械による盛土施工時における、最適

な施工手法や品質管理手法について検証できた。 

 

キーワード：盛土、締固め機械、品質管理、密度 

 

1．はじめに 

我が国の盛土施工においては、盛土の品質向上への要 

請に呼応するように建設機械についても技術革新が進ん

でいる。これまで、道路土工―盛土工指針 2）（旧：道路

土工―施工指針 3））に基づき締固め作業及び締固め機械

の選定を行っているが、この指針の運用から 30 年余り

が経過しており、その間に締固め機械の規格・性能は大

きく改善されている。 

こうした状況を踏まえ、本研究では、盛土締固めに用

いられている代表的な大型施工機械を用いて転圧試験を

行い、施工条件に応じた締固め機械の選定、施工手法（施

工厚さ）、各種品質管理に用いられる計測方法の盛土の品

質管理への適用性の検討を行った。 

 

 

2．研究の体制 

 本研究では、平成23 年度～25 年度において、土木

研究所と民間企業 10 社にて「盛土施工手法及び品質管

理向上技術に関する研究」を立ち上げ、共同研究として

実施した。表-1に共同研究の実施体制を示す。土木研究

所における役割分担としては、大型機械を施工技術チー

ム、小型機械を先端技術チームが担当した。 

 

３．実験概要 

３．1 実験地盤 

本実験は、土木研究所土工実験棟実験施設にある幅5 m

×長さ44.8 m×高さ4 mの実験ピットを使用して行った

（図-1、写真-1 参照）。実験地盤は、ピット内に基礎地

盤を造成後、仕上がり厚0.3mになるように地盤材料を敷

均して構築した。 

表-1 研究の役割分担 

大型機械の施工手法と品質管理手法ＷＧ 小型機械の施工手法と品質管理手法ＷＧ 

（株）大林組， 鹿島道路（株），（株）安藤・間， 

（株）不動テトラ，前田建設工業（株），酒井重工業（株）

西松建設（株），コベルコ建機（株），三笠産業（株），

西尾レントオール（株） 

（独）土木研究所 先端技術チーム・施工技術チーム 
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３．２ 地盤材料の土質条件 

 表-2に盛土に使用した地盤材料の物理特性を、図-2.1

に粒径加積曲線を、図-2.2～図-2.6に締固め曲線を示す。   

これら５種類の土質に対して最適含水比，最適含水比に

対して乾燥側，最適含水比に対して湿潤側に含水比調整

を行いながら地盤造成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦断図

平面図

 

図-1 実験ピット 

 
写真-1 実験ピット 

表-2 地盤材料の物理特性 

呼称 土質(1) 土質(2) 土質(3) 土質(4) 土質(5) 

土粒子密度ρs（g/cm3） 2.647 2.666 2.675 2.681 2.665 

最大粒径Dmax（mm） 9.5 9.5 9.5 19.0 4.75 

細粒分含有率Fc（%） 4.3 14.8 15.3 33.4 57.1 

最大乾燥密度ρdmax（g/cm3） 1.571 1.625 1.674 1.666 1.531 

最適含水比wopt（%） 18.2 17.8 16.0 18.8 24.9 
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図-2-1 粒径加積曲線 
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図-2.2 締固め曲線（土質(1)）   図-2.3 締固め曲線（土質(2)）    図-2.4 締固め曲線（土質(3)） 
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図-2.5 締固め曲線（土質(4)）     図-2.6 締固め曲線（土質(5)） 
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表-3.1 振動ローラ仕様 

   

 
呼称 SV512振動有 BW141 

メーカ：型式 酒井：SV512D BOMAG：BW141AD-4AM 

質量 (kg) 11050 8700 

振動輪荷重(kg) 5700 4550 

起振力 (kN) 226 144 

振動数 (Hz) 27.5 45 

締固め幅 (m) 2.13 1.5 

動線圧(kN/cm)（振動輪） 1.323 1.257 

表-3.2 静的ローラ仕様 

   

 

呼称 SV512振動無 タイヤローラ 

メーカ：型式 酒井：SV512D 日立：CP210 

質量 (kg) 11050 
11000 

（水バラストにて調整） 

前輪荷重(kg) 5700 － 

締固め幅 (m) 2.13 2.275 

静圧 前輪静線圧(kN/cm)：0.262 平均接地圧(kPa)：390 

表-3.3 ブルドーザ仕様 

   

呼称 ブルドーザ10t ブルドーザ8t 

メーカ：型式 CAT：D5K-LGP CAT：D3G-LGP 

質量 (kg) 10300 7750 

接地圧(kPa) 28 29 
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３．３ 使用機械 

実験に使用した締固め機械を表-3.1～表-3.3 に示す。

機械は盛土工事に広く利用されている振動ローラとブ

ルドーザを対象とした。なお，ブルドーザは本来締固

め機械ではないが、トラフィカビリティが低い施工現

場で締固め機械として使用される場合があるため対

象とした。また、振動ローラについては、「振動有り」

の場合と「振動無し（静的）」の場合の２条件で使用した。 

 

３．４ 実験方法 

 コンクリート製のピット底面が盛土の締め固めメカ

ニズムに影響を与えないよう表-2 に示す土質(3)を用

い、十分に締固めた高さ2.8mの基礎地盤を構築した。

基礎地盤の構築においては、地盤材料の含水比を最適

含水比である 16 %になるよう調整し、層厚（仕上が

り厚さ）0.3 m毎に盛り立て、タイヤローラにて8回

締固めを行った。本条件にて締固めを行うことにより、

締固め度 95 %以上の十分に締め固められた基礎地盤

が得られた。次に、基礎地盤上に含水比調整した地盤

材料を表-4に示す巻き出し厚さ（試験施工で仕上がり

厚さが 0.3 m 程度になるよう設定した）で盛り立て、

図-3に示す実験フィールドを構築した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．５ 計測項目 

表-4 巻き出し厚さ（大型締固め機械） 

締固め機械 巻き出し厚さ(m) 

SV512振動有 0.45 

BW141 0.45 

タイヤローラ 0.40 

SV512振動無 0.40 

 
図-3 実験フィールド（側面図） 

 

 

 

写真-2 初期状態（大型締固め機械） 
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表-3.3～表-3.6 に本実験で行った全ての計測項目を

示す。 

 

 

表-3.3 計測項目（密度・含水比） 
呼称  概要 計測時期 測点数 規定等 

コア 
サンプル 

 

内径0.1m，高さ0.1mのコア

サンプラーを用い，地表面～

0.1m，0.1m～0.2m，0.2m～

0.3m，のそれぞれの深さにお

ける密度・含水比を測定し

た． 

0，2，4，6，8，
12，16回走行

後 
3 

JGS1613-2003 
「コアカッターに

よる土の密度試験

方法」 
JISA1203 
 
「 土の含水比試験

方法」 

RI密度計 

 

RI 密度計を用いて密度・含

水比を測定した． 

0，2，4，6，8，
12，16回走行

後 
9 

JGS1614-2003 
「RI計器による土

の密度試験方法」 

SDG 

 

SDG 密度計を用いて密度・

含水比を測定した． 

0，2，4，6，8，
12，16回走行

後 
3 － 

表-3.4 計測項目（地盤反力係数） 
呼称  概要 計測時期 測点数 規定等 

平板載荷試験 
平板載荷試験機を用いて地

盤反力係数（K30値）を測定

した． 
16回走行後 3 

JIS A 1215 
「地盤の平板載荷

試験方法」 

小型FWD試

験 

小型FWD試験機を用いて地

盤反力係数（K30値）を測定

した． 

0，2，4，6，8，
12，16回走行

後 
3 

土木学会編「FWD
および小型FWD
運用の手引き」 

動的平板載荷

試験 

動的平板載荷試験機を用い

て地盤反力係数（K30値）を

測定した． 

0，2，4，6，8，
12，16回走行

後 
30 － 
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４．実験結果 

 ここでは２５年度に実施した、土質（４）を最適含水

比(18.8%)の状態で、振動ローラを用いて転圧した実験結

果について述べる。 

４．１ 転圧回数と試験値の関係 

４．１．１ 密度（締固め度）  

図-4.1 に BW141 による転圧効果の状況について示す。

深さ100mm、深さ200mm、深さ300mmの転圧回数－締固め

度の関係で、いずれもコアサンプリングによる計測結果

を表している。図中に破線で締固め度90%、95%を示して

いるが、それぞれ「道路土工－盛土工指針」2)における

路体または路床部の日常管理値の目安に該当する。転圧

回数６回で下層（深さ300mm）まで90%以上の締固め効果

が得られていることが確認できる。 

図-4.2～4.3には、SV512（振動有・無）による転圧効

果の状況について示す。表層（深さ 100mm）は振動の有

無に関わらず、転圧回数４回で 95%以上の締固め効果が

得られていることが確認出来る。一方、下層（深さ300mm）

では、振動有の場合が転圧回数４回で 90%以上の締固め

効果が得られるのに対し、振動無の場合は１６回転圧し

ても 90%以上の締固め効果が得られなかった。これは昨

年度までの実験結果と同様の傾向であり、下層まで十分

に締め固めるためには、振動によって締固めエネルギー

を下層まで効果的に伝達させることが有効であることが

確認出来た。 

 

 

 

 

表-3.5 計測項目（加速度応答システム） 
呼称 概要 計測時期 測点数 規定等 

αシステム 
αシステム研究会によって開発されたシステム．SV512振動有，BW141
に搭載して測定した．「みだれ率」を出力する． 

すべての走行

時 
－ － 

CCVシステム 
酒井重工によって開発されたシステム．SV512振動有，BW141に搭載

して測定した．「CCV値」を出力する． 
すべての走行

時 
－ － 

Evibシステム 
BOMAGによって開発されたシステム．BW141に搭載して測定した．

「Evib値」を出力する． 
すべての走行

時 
－ － 

表-3.6 計測項目（その他） 
呼称  概要 計測時期 測点数 規定等 

沈下量 

 

レベル測定器を用いて表面高さを計

測し，締固めによる地盤表面沈下量

を測定した． 

0，2，4，6，8，
12，16回走行

後 
3 － 

走行速度 
レーン中10 mを通過する時間をストップウォッチにて計測し走行速度を算

出した． 
すべての走行

時 
－ － 
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４．１．２ 沈下量 

 図-4.4 に各締固め機械による転圧回数－沈下量の関

係を示す。３ケースともに同様な傾向が見られるが、転

圧回数４回目から差が生じはじめ、１６回転圧後の沈下

量で比較すると、SV512（振動有）最も大きく、若干下回

ってBW141、最も少なかったケースがSV512（振動無）で

あった。これは、前述の締固め度と同様の傾向であるこ

とが確認出来た。 

 
 

４．１．３ 地盤強度（動的平板載荷試験） 

 図-4.5 に各締固め機械による転圧回数－地表面の地

盤強度の関係を示す。なお、動的平板載荷試験によって

得られた地盤反力係数は平板載荷試験により実際に得ら

れたものではないため、本報告では K30’と記載し区別

して使用することとした。   

各ケースともに転圧回数６回までは強度増加を示す傾

向にあるが、８回以降になると振動を用いた２ケース

（BW141、SV512（振動有））では強度増加が見られなくな

り平衡状態から減少傾向となっている。これは、振動エ

ネルギーにより地表面が過転圧の状態となり、地表面が

乱されてしまった可能性が考えられる。 

 

 

 

４．２ 品質管理基準値の関係 

４．２．１ 密度（締固め度）と地盤強度 

 図-4.6～4.8 に各締固め機械で転圧後に計測したコア

サンプリングによる密度（締固め度）と動的平板載荷試

験による地盤強度（Ｋ30’）の関係を示す。BW141（図-4.6）、

SV512 振動無（図-4.7）の結果では、密度（締固め度）

と地盤強度の相関性が高い傾向（0.8 以上）にあるが、

SV512（振動有）（図-4.8）では相関性が低い結果となっ

ている。これは、前述の図-4.5 でも確認出来るとおり、

転圧回数６回以降は強度が減少傾向となったためと考え

られる。ただし、BW141 でも転圧回数１２回以降は強度

が減少傾向となるものの密度（締固め度）と地盤強度と

の相関性が高い傾向にあるので、現象の解明は今後の課

題である。 
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４．２．２ 密度（締固め度）と加速度応答 

 図-4.9～4.10 に振動締固め機械で計測したコアサン

プリングによる密度と加速度応答値（Evib値）の関係を

示す。BW141（図-4.9）及びSV512振動有（図-4.10）よ

り、今回の地盤材料及び実験条件下においては、密度（締

固め度）と加速度応答値の相関性が高い傾向（0.8以上）

にあることが確認できた。 

 

 

 

 

５．まとめ 

５．１ 各締固め機械の適用範囲 

 本研究において実施した大型締固め機械による転圧

実験結果の一覧を表-6.1に示す。実験値は、現行の品質

管理基準として現場で広く採用されている締固め度で示

している。表-6.1から以下の知見が得られた。 

① 各土質における各種締固め機械の締固め特性を明ら

かに出来た。（領域Ａ～領域Ｄに区分） 

② 振動ローラ（動的締固め）を用いることにより、締

固めエネルギーが地盤内に有効に伝搬し、細粒分の

少ない土質から多い土質まで、幅広く下層部までの

締固めが期待できる。 

③ 締固め効果は、地盤材料特性に影響を受けやすい。

すなわち、締め固めに適した土質（土質(2)、土質(3)）

であれば、タイヤローラ（静的締固め）であっても

下層まで転圧効果が期待できる。 

 

５．２ 品質管理手法 

 一定の条件下であれば、締固め度（密度）と地盤強度

（動的平板載荷試験値：Ｋ30’）との相関が非常に高い

ことが確認出来た。また、振動締固め機械では加速度応

答値による品質管理の可能性が高いことが確認出来た。  

現行基準では、ＲＩや砂置換法による密度（締固め度）

測定による品質管理が主流だが、今後は、それらを補完

する目的で簡便な品質管理手法である動的平板載荷試験

や加速度応答値による計測管理等を併用することにより、

盛土品質の面的管理が可能となり、盛土構造全体として

の品質確保及び信頼性向上に寄与するものと考えられる。 

 

６．今後の課題 

 本研究では、大型の締固め機械を対象に各種条件によ

る転圧実験を実施するとともに品質管理手法の適用性に

ついて検証した。表-6.1で確認出来るとおり、振動ロー

ラによる転圧（振動有）の場合、現行の品質管理基準（締

固め度）で 100%を超過するケースが存在する。これは、

締固め機械の性能の向上等の要因により、現場での締固

めエネルギーと室内試験における締固めエネルギーに乖

離が生じているものと考えられる。今後は、振動ローラ

の締固めエネルギー等を適切に反映した品質管理手法及

び基準値を設定する必要がある。また、最近では他現場

で発生した不均質な材料や細粒分を多く含んだ材料など

多種多様な材料を用いて盛土を構築する事例も多い。今

後は、盛土の安定性・耐久性向上に向け、不均質な材料

を用いた場合でも一定の品質を確保出来るように、情報

化施工等の面的且つプロセス管理が可能な技術や新たな

品質管理技術等の導入による高度な施工技術、品質管理

技術を確立する必要がある。また、土工構造物のメンテ
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ナンスサイクルの確立に向けて、施工時に取得した品質

管理データを維持管理段階で有用に活用するために、デ

ータベースに収録すべき品質管理項目等も検討していき

たい。 
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表-6.1　大型締固め機械の実験結果一覧（締固め度）

【凡例（締固め度）】×：90%以下、○：90～95未満、◎：95～100%未満、●：100%以上、－：実験未実施

～10cm － － － － － － － － － － 93.6% ○
～20cm － － － － － － － － － － 93.8% ○
～30cm － － － － － － － － － － 91.8% ○
～10cm － － － － － － － － － － 95.4% ◎
～20cm － － － － － － － － － － 95.8% ◎
～30cm － － － － － － － － － － 95.4% ◎
～10cm － － － － － － － － － － 97.5% ◎
～20cm － － － － － － － － － － 97.4% ◎
～30cm － － － － － － － － － － 97.0% ◎
～10cm － － － － － － － － － － 97.2% ◎
～20cm － － － － － － － － － － 99.9% ◎
～30cm － － － － － － － － － － 97.4% ◎
～10cm － － － － － － － － － － 97.9% ◎
～20cm － － － － － － － － － － 99.9% ◎
～30cm － － － － － － － － － － 97.7% ◎
～10cm － － － － － － － － － － 98.1% ◎
～20cm － － － － － － － － － － 100.2% ●
～30cm － － － － － － － － － － 98.5% ◎

～10cm 92.4% ○ － － 101.7% ● 103.3% ● 102.9% ● 102.4% ●
～20cm 88.3% × － － 100.7% ● 101.0% ● 102.4% ● 100.2% ●
～30cm 85.2% × － － 97.2% ◎ 97.2% ◎ 99.3% ◎ 97.9% ◎
～10cm 91.9% ○ － － 103.4% ● 104.7% ● 104.9% ● 103.7% ●
～20cm 89.0% × － － 103.2% ● 104.3% ● 104.0% ● 102.5% ●
～30cm 87.3% × － － 99.1% ◎ 100.2% ● 102.6% ● 100.0% ●
～10cm 94.6% ○ － － 104.8% ● 105.1% ● 104.6% ● 104.1% ●
～20cm 88.4% × － － 104.3% ● 104.2% ● 104.2% ● 103.4% ●
～30cm 86.6% × － － 99.8% ◎ 100.4% ● 104.1% ● 101.4% ●
～10cm 94.1% ○ － － 104.8% ● 105.6% ● 105.3% ● 103.9% ●
～20cm 90.4% ○ － － 103.9% ● 104.5% ● 104.6% ● 103.7% ●
～30cm 87.6% × － － 101.3% ● 101.9% ● 104.6% ● 102.8% ●
～10cm 94.9% ○ － － 104.7% ● 106.4% ● 105.8% ● 104.4% ●
～20cm 91.1% ○ － － 104.5% ● 105.2% ● 104.8% ● 103.5% ●
～30cm 86.9% × － － 102.9% ● 102.8% ● 104.3% ● 103.4% ●
～10cm 95.0% ○ － － 105.9% ● 105.7% ● 106.9% ● 105.2% ●
～20cm 91.4% ○ － － 104.8% ● 105.4% ● 105.7% ● 105.1% ●
～30cm 88.7% × － － 102.9% ● 102.8% ● 104.5% ● 103.6% ●

～10cm － － 99.3% ◎ 102.2% ● 100.9% ● 98.7% ◎ 103.3% ●
～20cm － － 93.8% ○ 101.7% ● 100.4% ● 96.2% ◎ 102.0% ●
～30cm － － 89.6% × 98.1% ◎ 96.8% ◎ 96.3% ◎ 100.2% ●
～10cm － － 100.8% ● 104.2% ● 103.4% ● 102.0% ● 105.7% ●
～20cm － － 94.0% ○ 104.3% ● 103.4% ● 100.9% ● 103.7% ●
～30cm － － 90.7% ○ 99.5% ◎ 98.1% ◎ 97.2% ◎ 101.4% ●
～10cm － － 101.1% ● 102.0% ● 103.6% ● 103.6% ● 105.3% ●
～20cm － － 95.1% ◎ 102.8% ● 103.7% ● 102.4% ● 104.7% ●
～30cm － － 92.7% ○ 97.9% ◎ 100.8% ● 99.3% ◎ 103.7% ●
～10cm － － 101.3% ● 105.4% ● 103.8% ● 104.4% ● 105.3% ●
～20cm － － 96.3% ◎ 104.8% ● 103.8% ● 102.3% ● 104.8% ●
～30cm － － 92.7% ○ 102.9% ● 102.0% ● 99.6% ◎ 103.1% ●
～10cm － － 102.4% ● 105.6% ● 104.4% ● 105.4% ● 106.4% ●
～20cm － － 95.6% ◎ 105.6% ● 104.7% ● 103.2% ● 105.9% ●
～30cm － － 92.6% ○ 101.3% ● 102.3% ● 100.5% ● 104.8% ●
～10cm － － 101.3% ● 105.7% ● 104.7% ● 106.0% ● 106.5% ●
～20cm － － 96.7% ◎ 105.7% ● 105.1% ● 104.3% ● 106.2% ●
～30cm － － 93.4% ○ 103.6% ● 102.7% ● 100.5% ● 105.0% ●

～10cm － － － － 92.8% ○ 93.2% ○ 93.6% ○ 94.1% ○
～20cm － － － － 90.2% ○ 91.0% ○ 91.6% ○ 90.6% ○
～30cm － － － － 85.8% × 83.4% × 89.5% × 86.8% ×
～10cm － － － － 95.4% ◎ 95.4% ◎ 98.1% ◎ 97.7% ◎
～20cm － － － － 91.1% ○ 91.1% ○ 94.5% ○ 93.3% ○
～30cm － － － － 86.8% × 88.4% × 91.7% ○ 89.1% ×
～10cm － － － － 97.4% ◎ 96.0% ◎ 99.3% ◎ 97.8% ◎
～20cm － － － － 92.5% ○ 93.0% ○ 95.1% ◎ 94.3% ○
～30cm － － － － 88.9% × 89.5% × 93.3% ○ 91.8% ○
～10cm － － － － 95.8% ◎ 97.8% ◎ 101.5% ● 99.4% ◎
～20cm － － － － 94.1% ○ 93.7% ○ 96.9% ◎ 95.2% ◎
～30cm － － － － 88.7% × 88.8% × 93.2% ○ 92.2% ○
～10cm － － － － 98.8% ◎ 99.0% ◎ 102.5% ● 101.2% ●
～20cm － － － － 95.5% ◎ 95.0% ◎ 98.9% ◎ 97.5% ◎
～30cm － － － － 90.3% ○ 89.5% × 95.5% ◎ 93.4% ○
～10cm － － － － 99.3% ◎ 100.8% ● 102.7% ● 102.1% ●
～20cm － － － － 95.0% ◎ 94.7% ○ 100.1% ● 98.2% ◎
～30cm － － － － 92.4% ○ 89.9% × 96.5% ◎ 93.8% ○

～10cm － － 87.4% × 94.3% ○ － － 94.2% ○ － －
～20cm － － 82.2% × 93.0% ○ － － 91.9% ○ － －
～30cm － － 87.0% × 90.6% ○ － － 88.5% × － －
～10cm － － 85.9% × 96.1% ◎ － － 94.5% ○ － －
～20cm － － 85.4% × 94.4% ○ － － 94.6% ○ － －
～30cm － － 86.1% × 93.3% ○ － － 92.1% ○ － －
～10cm － － 85.6% × 96.5% ◎ － － 94.5% ○ － －
～20cm － － 85.0% × 96.1% ◎ － － 94.0% ○ － －
～30cm － － 86.6% × 89.9% × － － 95.6% ◎ － －
～10cm － － 86.2% × 96.5% ◎ － － 96.9% ◎ － －
～20cm － － 87.0% × 95.7% ◎ － － 95.8% ◎ － －
～30cm － － 87.1% × 91.3% ○ － － 94.7% ○ － －
～10cm － － 87.8% × 96.2% ◎ － － 96.1% ◎ － －
～20cm － － 84.7% × 94.9% ○ － － 96.4% ◎ － －
～30cm － － 87.5% × 93.4% ○ － － 94.1% ○ － －
～10cm － － 88.8% × 95.0% ◎ － － 96.8% ◎ － －
～20cm － － 86.6% × 95.7% ◎ － － 97.0% ◎ － －
～30cm － － 88.7% × 94.7% ○ － － 95.1% ◎ － －

深さ

ブルドーザ 振動ローラ(SV512)

土質
Fc(%)
細粒分含
有率

ρdmax
(g/cm3)
最大乾燥
密度

最適含水
比Wopt
(%)

転圧回数 タイヤローラ
振動ローラ
(BW141)

8t 10t 振動無 振動有

土質（１） 4.3 1.571 18.2

2

4

6

8

12

16

土質（２） 14.8 1.625 17.8

2

4

6

8

12

16

土質（３） 15.3 1.674 16

2

4

6

8

12

16

土質（４） 33.4 1.666 18.8

2

4

6

8

12

16

土質（５） 57.1 1.531 24.9

2

4

6

8

12

16

【領域Ａ：下層まで十分に締固まっている領域】

・全測点で締固め度９５％以上（●又は◎）

・１００％以上（●）も多数存在し現行基準の適用が不適切の可

能性あり

【領域Ｂ：下層まで締固まっている領域】

・下層で締固め度９０％以下（×）が１～２点存在するが、概ね９

０％以上（○）

【領域Ｃ：下層までは締固まっていない領域】

・上～中層では締固め度が概ね９０％以上（○）だが、下層では

９０％以下（×）が多く存在

【領域Ｄ：上～下層まで全層締固まっていない領域】

・全測点で締固め度が９０％以下（×）

・当該土質での締固め機械の適用は不適切
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Abstract ： 

Even now, many embankments have been collapsed by huge earthquakes and heavy rains. It has become clear 

that main factors why an embankment is collapsed are poor drainage and also no enough soil compaction. Setting 

of degree of compaction for satisfying strength and deformation resistance required in the design is the most widely 

used for the quality control on road embankment, traditionally. In order to satisfy the ability required to an 

embankment, it is necessary to establish how to select effectual compaction machine, compact by the machine, and 

evaluate the rain or earthquake safety of the embankment, additionally. 

In this research, compaction tests were conducted with selected compaction machines under the some 

embankment material. As a result, we arranged the relations of kind of compaction machines and characteristic of 

dry density of soil after the construction. 

Key words ：Embankment, Compaction machine, Quality control, Soil density, 

 
 
 
 
 
 


